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研究成果の概要（和文）：本研究は、早産児・低出生体重児とその家族の発達支援のための実践的かつ高度のデ
ィベロップメンタルケア（Developmental Care：DC）の知識と技術を備えた高度専門職者（Developmental Care
 Professional: DCP）を養成するための教育プログラムを開発し、NICU等においてDCを推進するチームリーダー
を育成することで、DCの発展と人材養成の好循環システムを創出することを目的とした。本研究により、新生児
医療におけるDCの発展と人材養成の好循環システムを形成し、新生児医療の質的転換を図り、我が国の新生児医
療のレベルの発展に寄与することができた。

研究成果の概要（英文）：Our results of this study demonstrated that developmental care and the 
educational system for nursing staff improve brain development, functional competence, health, and 
life quality for premature infants and their families. Also, it concluded that educational, 
consultative support and assistance program for the nursing staff in NICU offer the profession of 
knowledge and skills of developmental care for nursing staff and improve the effective developmental
 care implementation. Our study concluded that building of an educational system of developmental 
care in NICU for nursing staff will be developing the neonatal medicine and care, as well as leading
 the standard care for all NICU care.

研究分野：新生児・乳幼児発達学
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１．研究開始当初の背景 
我が国の早産・低出生体重児の出生割合は
増加傾向にあり、救命された早産・低出生体
重児から発達障害をもつ子どもの割合が高
いことが指摘されている。今日の新生児医療
では、早産・低出生体重児の救命とともに、
子どもと家族の発達とQOLを支援することが
大きな課題となっている。早産・低出生体重
児の予後は脳の発達に影響され、早産・低出
生体重児では脳の重要な発達期に母体内と
は異なった治療環境や医学的処置、ケアの影
響を受けるため、このことが脳の構造・機能
的な変化（傷害）をもたらす。したがって、
早産児の治療環境やケアの「質」を改善する
ことが、早産児の脳発達の正常化を図り、将
来の認知・情緒・行動の心の発達を育むこと
につながると考えられる。 
我々はこれまでに、科学研究費助成事業等
による研究及び活動において、NICU 等におけ
る早産・低出生体重児への組織的なディベロ
ップメンタルケア（Developmental Care：DC）
を推進してきた。これまでの研究成果として
は、①日本ディベロップメンタルケア（DC）
研究会を設立し（2010 年 12 月）、我が国にお
ける DC 教育の推進と発展のための組織を形
成した、②2010 年よりの専門職者（医師、看
護師、臨床心理士、リハビリ関係職種など）
を対象とした DC セミナーを年 2 回継続的に
開催し、DC の理論と実践を普及した、③DC
の包括的なケアモデルである NIDCAP
（ Newborn Individualized Developmental 
Care and Assessment Program）の専門職者
の育成のためのプログラムを実施し、NIDCAP
専門職者を 8名養成した、④NIDCAP 専門職者
の所属する病院・施設を DC のモデル施設と
して構築（国内 5 施設：千葉市立海浜病院、
東京都立墨東病院、横浜市立大学附属市民総
合医療センター、愛仁会高槻病院、姫路赤十
字病院）した、⑤子どもの神経行動の発達、
親子の関係性発達などの発達研究を行い、DC
がそれらに良い効果があることを明らかに
した、⑥活動実績と研究成果をまとめた「標
準 ディベロップメンタルケア・テキスト」
（メディカ出版）を刊行し、専門職者の DC
教育を推進した、などが挙げられる。 
以上のこれまでの研究並びに活動を受け
て、さらなる新生児医療の発展と、早産・低
出生体重児の発達を改善するには、NICU 等で
ケアにかかわる専門職者に、DC の理念と知識、
技術に関する教育を、さらに組織的に普及さ
せることが重要な課題であると認識した。そ
のためには、より実践的かつ高度な知識と技
術を備えた DC の専門職者（Developmental 
Care Professional: DCP）の養成が必要ある。 
本研究では、DC を病院・施設の NICU 現場
で組織的に定着・発展させ、新生児医療の質
的な改善を推進するため、DCP 養成のための
教育プログラムを開発し、DC の発展と DCP の
人材養成の好循環システムを構築すること
を課題とした。 

 
２．研究の目的 
本研究は、これまでの研究実績を基盤とし
て、実践的かつ高度の DC の知識と技術を備
えた高度専門職者（Developmental Care 
Professional: DCP）を養成するための教育
プログラムを開発し、NICU 等において DC を
推進するチームリーダーを育成することで、
DC の発展と人材養成の好循環システムを創
出することを目的とした。 
研究期間内における研究目標は、1）1年目
に DCP 養成のための教育プログラム（以下、
DCP 教育プログラム）を開発すること、2）2
年目には、そのDCP教育プログラムを運用し、
全国に 15～20 名程度の DCP の養成と所属施
設（DC 推進施設）を構築すること、3）3 年
目には、DCP 養成とモデル施設における DC の
効果を実証することで、早産・低出生体重児
の神経行動発達（認知、行動、情動）、親子
の愛着形成と親の育児行動、および DCP 育成
施設における DC の組織的取り組みやケアス
タッフのケアに関する技術の改善について
分析した。 
以上より、本研究を通して、新生児医療に
おける DC の発展と人材養成の好循環システ
ムを組織的に形成し、DC の広がりと深化によ
って、新生児医療の質的転換を図り、我が国
の新生児医療のレベルの発展を目指した。 
 
３．研究の方法 
＜研究計画・方法の全体構想＞ 
平成 27 年度は、これまでの科学研究費助
成事業等による研究活動を通して組織した
日本ディベロップメンタルケア（DC）研究会、
及び DC モデル施設（5施設）の代表者を研究
メンバーに組織して、DCP 教育プログラムと
教育教材（テキストなど）を開発した。平成
28 年度は、全国から募集した看護師・リハビ
リテーション専門職者、臨床心理士などを対
象に、DCP 教育プログラムを実施し、DCP を
養成した。平成 29 年度は、その成果を検証
するため、児の神経行動発達、親子の愛着形
成と親の育児行動、および施設の組織的かつ
ケアスタッフのケア技術の改善等について
検討した。また DC の学術的な認知と DCP 制
度の確立に向けて、関係学会等での講演発表
を行った。 
 
＜平成 27 年度の計画＞ 
DCP 教育プログラムを開発することを目標
とした。DCP 教育プログラムは、1）子どもや
家族の発達を支援する専門職者として倫理
的態度を涵養し、2）児と家族の発達やその
発達過程に伴う医学・心理学的知識、および
3）DC の理論的な基礎である神経行動発達学
と、DC のフレームワーク（「家族中心のケア」
「個別的なケア」の理念）を学び、3）DC の
理論的背景を基礎としたケア技術（具体的な
実践方法）を取得することを目的とした専門
職者のための教育プログラムと、関連教材



（テキスト）を開発した。 
 
＜平成 28 年度の研究実施計画＞ 
平成28年度は、平成27年度に開発したDCP
教育プログラムによる教育トレーニングを、
受講者を募集して実施し、DCP の育成するこ
とを目標とした。研修会などを介して、全国
の NICU へ DCP 教育トレーニングの実施を告
知し、看護師・理学療法士・臨床心理士 16
名（8 施設）を対象に教育トレーニングを、
DC モデル施設の NICU の現場で実践的に実施
した。 
 
＜平成 29 年度の研究実施計画＞ 
平成 29 年度は、DCP の所属施設における
DC の取り組みなどの効果検証を行うことを
目標とした。児の成長と発達（短期的な神経
行動発達）、親子の愛着形成と育児の状況、
ケアスタッフのケア技術や意識変化、組織的
な DC の変革を検討した。また関係学会やセ
ミナーなどで、DC に関連した教育講演を行い、
DCの広がりとDCP教育についての理解を求め
る活動を実施した。 
 
４．研究成果 
＜平成 27 年度の成果＞ 
DCP 教育プログラムを開発した。そのプロ
グラムの構成は、①DC の基礎教育（講義）、
②DC 実践トレーニング（演習）、③自己トレ
ーニングの 3つのステップからなる。①DC の
基礎教育は、ⅰ）DC の理念と専門職者の倫理、
ⅱ）DC の理論的背景となる神経系の発達学と
行動発達学、および児と家族の医学・心理学
的な発達過程、ⅲ）DC の実践的フレームワー
クとなる「家族中心のケア」「個別的なケア」
の考え方、ⅳ）これらの基礎理論を背景をと
した具体的な DC の実践についての講義（1日
間）、②DC の実践トレーニングは、ⅰ）DC モ
デル施設において、対象児の行動観察トレー
ニング、ⅱ）ケアプランの立案に基づくケア
の実践演習（1日間）、③自己トレーニングは、
ⅰ）各受講生の所属する施設で自己学習を行
い、ⅱ）レポート提出、というプログラム内
容であった。 
 
＜平成 28 年度の成果＞ 
平成 27 年度に開発した DCP 教育プログラ
ムを実施した。DCP 教育プログラムの研修会
を計 6回開催し、看護師・理学療法士・臨床
心理士の受講者 16 名（8 施設）が受講した。
成果評価は、受講者のアンケート調査や聞き
取り調査から、1）新生児・早産・低出生体
重児の神経行動発達の理解が進んだ、2）DC
の理論と実際についての知識が得られた、3）
実践的かつ具体的に、児の行動観察方法を学
ぶ機会が得られた、4）児の行動観察から、
より適切なケア環境やケア提供を実践的に
学ぶことができ、臨床活用に有益であった、
5）児の行動から神経行動発達のアセスメン
トの方法を学ぶことができた、6）DC の理論

と実践が児と家族の成長・発達を促すうえで
重要であることを再認識できた、7）DC 教育
プログラムでの学びを所属施設でも広めて
いきたいなど、DC 教育プログラムに対する肯
定的な意見であった。従って、開発した DC
教育プログラムは、受講者のケアに対する意
識変化、児の観察スキルとケアスキルの向上、
児と家族交流の促進、組織的な DC の推進に
つながる教育プログラムであると考察した。 
 
＜平成 29 年度の成果＞ 
DC モデル施設における教育プログラムの
効果の検証を行った。DC モデル施設に管理さ
れている児と家族、およびスタッフを対象と
して、児の成長と発達（短期的な神経行動発
達）、親子の愛着形成と育児の状況、ケアス
タッフのケア技術や意識変化、組織的な DC
の変革などを検討した。その結果、①児で神
経行動発達（運動調整、ステート調整、相互
作用）の安定化と発達傾向がみられた、②親
の心理・育児評価（ケア参加、母子相互作用、
心理変化、育児姿勢）において肯定的な変化
がみられた、③ケアスタッフの評価（ケア技
術の向上、ケアに対する意識変化など）に肯
定的な変化がみられた。 
 
＜研究成果のまとめ＞ 
本研究のねらいは、①NICU などにおいて
DC を推進する DCP を養成して、②新生児医療
における DC の発展とそれを担う人材養成の
好循環システムを創出することで、③我が国
の新生児医療におけるケアの質的転換と向
上を図ろうとするものであった。研究期間を
通して、①開発した DCP 教育プログラムによ
り、関係の専門職者へ DC 教育を行い支援す
ることで、早産児・低出生体重児と家族のケ
アのなかに、効果的に DC を取り入れること
ができること、②各施設で DCP を育成するこ
とで、組織的なケアの質的な転換を促し得る
こと、それらにより③子どもの発達、親子の
関係性の発達、両親の育児支援の改善が期待
できること、の有意義な研究成果を得ること
ができた。また④研究成果は、セミナーや関
連学会などでの教育講演や DC のテキスト出
版を行い、広く関係の専門職者に発信し得た
ことから、DCの理解と普及がさらに深化した
と考えられる。 
以上より、本研究を通して、新生児医療に
おける DC の発展と人材養成の好循環システ
ムを組織的に形成し、DC の広がりと深化によ
って、新生児医療の質的転換を図り、我が国
の新生児医療のレベルの発展に寄与するこ
とができたと結論づけた。 
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